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 第１章 計画の基本的事項 

  第１節 計画策定の趣旨   

    常陸大宮市は緑豊かな森林や清流，実り豊かな里山に恵まれています。そこに

は多くの動植物が生息・生育し，豊かな生物多様性を形成しています。 

    しかしながら，便利で物質的な豊かさを求める生活様式の普及，少子高齢化の

進展と合わせて，人と自然とのかかわりも次第に希薄になってきています。私た

ちの暮らしに豊かな恵みと潤いをもたらしてきた森林や農地，水辺などの維持管

理が困難になり，森林の荒廃，耕作放棄地の増加，ごみの散乱，野生生物の生息環

境の変化に伴う農作物への鳥獣被害など，様々な問題が起きています。 

    加えて，大量生産・大量廃棄は，市内の自然環境や生活環境に影響を及ぼしま

した。現在も山林での不法投棄や町中でのポイ捨てが問題となっています。 

    一方，視点を地球環境に向けると，温暖化の進行が深刻な問題となっています。

常陸大宮市でも，異常気象や外来種の侵入などの影響が顕在化しています。 

    今後は，温室効果ガス排出の低減に加え，温暖化の影響に対する適応も求めら

れています。 

これらの環境問題に対応するため，常陸大宮市では平成 18 年に「市民が健康で

文化的な生活を営む上で必要とする健全で良好な環境の確保」を目的とした「常

陸大宮市環境基本条例」を制定しました。続けて，平成 20 年には望ましい環境像

に“清流と里山に学び，みんなで創る 環境にやさしいまち 常陸大宮”を掲げ

た「常陸大宮市環境基本計画」を策定しました。 

平成 25 年には，環境の状況や市民・事業者の意識の変化を踏まえ，「常陸大宮

市環境基本計画」（以下，前計画という。）を改訂しました。前計画では，東日本

大震災や原子力発電所の事故の教訓を反映しています。 

    前計画の改訂から 5 年が経過し，平成 29 年度に計画期間が満了となることか

ら，現在市が抱える環境面における課題の解決を図り，常陸大宮市環境基本条例

に定める基本理念の実現を目的とした新たな「常陸大宮市環境基本計画」（以下，

本計画という。）を策定します。 

    本計画は，市が実施する施策だけではなく，市民や事業者の環境保全への取組

の基本的なあり方や具体的な指針を示し，協働で環境を守り，育てていく「道しる

べ」となるものです。 
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  第２節 計画の位置付け   

    本計画は，「常陸大宮市環境基本条例」第 8 条に基づく計画であり，市の将来像

を示す常陸大宮市総合計画基本構想・基本計画の分野別計画として位置付けられ

ます。 

    また，市の個別の計画・事業の立案や実施に当たって，環境の保全に向けて配

慮すべきことを示すための計画でもあります。 

    あわせて，市民・市民団体・事業者が，それぞれの立場に立って，環境の保全や

創造に向けて積極的に行動していくことが望まれる取組や，協働により取り組ん

でいく内容を示しています。 

 

〈 計画の位置付け 〉 
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  第３節 各主体の役割   

    本計画の目指す環境像や基本目標を実現していくためには，地域を構成する市

民・市民団体・事業者・市のそれぞれが役割を分担し，相互に連携・協力していく

ことが必要です。 

    各主体の役割と連携は，次のようになります。 

 

〈 各主体の役割 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市 民
日常生活に伴う環境への負荷を

認識し低減に努めるとともに，地

域の環境保全活動に積極的に参加

します。また，市が行う環境保全

に関する施策に協力します。

市民団体
環境への意識向上に向けた啓発

や環境保全活動を，市民・事業

者・市と連携を図りながら推進し

ます。また，市が行う環境保全に

関する施策に協力します。

事 業 者
事業活動に伴う環境への負荷を

認識し，自らの責任と負担により

低減に努めるとともに，地域の環

境保全活動に積極的に参加します。

また，市が行う環境保全に関す

る施策に協力します。

市
市域の環境の保全に向け総合的

かつ計画的な施策を実施するとと

もに，自らも環境負荷の低減に努

めます。各主体の環境保全に向け

た活動を支援します。また，国や

県，近隣自治体との連携を図りま

す。

協 働
（環境市民会議）

市の木 

（さくら） 

市の花 

（ばら） 
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  第４節 計画の構成   

    本計画の構成は次のとおりです。 

 

第１章 計画の基本的事項 

 計画策定の趣旨，位置付け，各主体の役割，計画の期間，対象地域 

第２章 環境の現状と課題 

 市域の概況，環境の現状（施策の進捗，市民の環境意識調査）， 

環境の課題 

第３章 計画の方向性 

 望ましい環境像，基本目標，計画の体系 

第４章 施策の展開 

 市の施策，市民の取組，事業者の取組，重点施策 

第５章 計画の推進と進行管理 

 推進体制，進行管理 

 

 

  第５節 計画の期間   

    計画の期間は，平成 30 年度（2018 年度）から平成 39 年度（2027 年度）までの 

10 年間とします。ただし，計画期間中においても，計画の進捗，社会情勢の変化

や新たな環境問題の発生などの状況の変化に適切に対応するため，必要に応じ見

直すものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市の鳥 

（かわせみ） 

市の魚 

（あゆ） 
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  第６節 計画が対象とする環境の範囲   

    常陸大宮市環境基本条例に規定する方針，総合計画を踏まえ，対象とする環境

の範囲を次のとおりとします。 

 

〈 計画が対象とする環境の範囲 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  第７節 計画が対象とする地域   

    本計画の対象地域は，常陸大宮市全域とします。 

    なお，環境の保全に当たっては，近隣市町や県の協力をはじめ，流域や文化・経 

済圏，地球規模まで考えていく必要があり，状況に応じて広域的な調整を図るも

のとします。 

 

 

自然環境

森林・里山

水辺・景観

生物多様性
生活環境

大気・水・土壌

騒音・振動・悪臭

化学物質

放射性物質

循環型社会

ごみの減量化

資源化・適正処理

不法投棄

地球環境

再生可能エネルギー

省エネルギー

地球温暖化

環境意識

環境教育・環境学習

情報発信


